
日
本
仏
教
に
於
て
、
草
木
成
仏
説
が
明
瞭
に
現
れ
る
の
は
平
安

初
期
で
あ
る
。
以
来
、
し
き
り
に
論
ぜ
ら
れ
、
そ
の
問
題
は
展
開

を
と
げ
て
仏
教
内
に
の
み
止
る
こ
と
な
く
、
日
本
人
の
宗
教
意
識

や
思
想
・
文
化
に
も
影
響
を
与
え
て
き
た
。

本
稿
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
些
か
考
察
を
加
え
る
べ
く
、

草
木
成
仏
説
形
成
の
経
緯
か
ら
試
論
を
進
め
て
み
た
。
し
か
し
、

課
題
は
広
き
に
過
ぎ
、
本
稿
は
そ
の
一
端
を
覗
き
見
た
に
過
ぎ
な

か
っ
た
こ
と
を
、
予
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

も
と
も
と
イ
ン
ド
の
思
想
一
般
は
、
草
木
に
心
あ
り
と
は
認
め

ず
、
輪
廻
も
認
め
て
は
い
な
い
。
そ
れ
故
に
成
仏
と
い
う
こ
と
も

あ
り
得
な
い
と
い
う
論
理
に
帰
着
す
る
よ
う
で
あ
る
。

草
木
成
仏
説
に
つ
い
て

Ｉ
そ
の
形
成
と
展
開
Ｉ

｜
経
典
と
草
木
成
仏
説

し
か
し
、
ジ
ャ
ィ
ナ
教
に
あ
っ
て
は
、
草
木
に
言
ぐ
四
（
生

命
◆
霊
魂
）
を
認
め
、
そ
れ
は
知
・
見
・
苦
・
楽
等
の
精
神
作
用

①

を
有
す
る
も
の
と
見
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

一
方
、
仏
教
内
の
事
情
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
を
戒
律
の
条
項
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
『
四
分
僧

戒
本
」
波
逸
提
一
一
に
は
、

②

若
比
丘
壊
鬼
神
村
者
波
逸
提

と
あ
り
、
「
壊
生
種
戒
」
（
道
宣
）
と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ

③

れ
は
「
四
分
律
」
巻
一
二
に
よ
れ
ば
、
村
と
は
一
切
草
木
を
さ
し
、

鬼
神
の
依
る
所
と
い
う
。
そ
し
て
草
木
に
五
種
あ
り
と
し
、
そ
の

生
種
を
断
つ
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。
そ
れ
が
『
五
分
戒
本
」
に
は
、

④

若
比
丘
殺
衆
草
木
波
夜
提

と
あ
り
、
草
木
を
殺
生
す
る
こ
と
の
罪
と
な
る
。
「
十
詞
比
丘
波

白

士

わ

か

14



Ｇ

羅
提
木
叉
戒
本
」
に
も
同
文
で
出
さ
れ
て
い
る
。
「
摩
訶
僧
祗
律
」

⑥

巻
一
四
に
も
、
手
づ
か
ら
草
木
の
命
を
殺
生
す
る
こ
と
を
禁
じ
て

い
う
（
》
Ｏ

⑦

パ
ー
リ
『
経
分
別
』
波
逸
提
二
に
も
、
樹
を
伐
り
伐
ら
し
め

る
こ
と
を
禁
じ
、
そ
れ
は
甘
く
四
を
傷
つ
け
も
の
で
あ
る
と
戒
め

て
い
る
。

以
上
の
例
を
見
る
と
き
、
初
期
仏
教
に
於
て
は
、
草
木
に

茸
く
四
を
認
め
、
そ
れ
は
生
命
で
あ
り
精
神
を
も
つ
も
の
と
見
て

⑧

い
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
、
大
乘
仏
教
に
受
け

つ
が
れ
て
い
っ
た
思
想
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
。

次
に
、
樹
木
に
宿
る
樹
神
の
場
合
を
見
て
み
よ
う
。
樹
神
は
仏

教
以
前
か
ら
、
豊
饒
の
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
き
た
。
『
法
句
譽

⑨

瞼
経
」
巻
二
「
刀
杖
品
」
の
樹
神
説
話
は
、
日
本
で
は
『
今
昔
物

⑩

語
」
巻
二
「
天
竺
神
、
為
鳩
留
長
者
降
甘
露
語
」
や
、
『
註
好
選
」

⑪

中
「
樹
神
手
下
百
味
」
の
原
拠
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る

と
舍
衛
国
の
男
子
が
、
世
尊
に
飯
食
を
捧
げ
聴
法
し
た
功
徳
に
よ

っ
て
、
忽
ち
大
樹
の
樹
神
と
し
て
生
れ
替
り
、
修
行
者
達
の
為
に

百
味
の
飯
食
を
流
溢
せ
し
め
て
与
え
た
と
い
う
説
話
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
樹
神
は
八
斎
戒
を
果
し
て
い
た
な
ら
、
天
上
界
に
生

れ
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

⑫

ジ
ャ
ー
タ
カ
に
は
、
樹
神
が
釈
尊
の
菩
薩
た
り
し
時
の
姿
と
し

て
現
れ
て
く
る
例
が
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
樹
神
が

仏
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
樹
神
は
樹
木
に
宿
り
司
る
神
で

あ
り
、
そ
の
樹
木
も
何
種
類
か
の
特
定
の
木
に
限
ら
れ
て
い
て
、

樹
木
そ
の
も
の
が
仏
に
な
る
と
い
う
発
想
に
は
結
び
つ
か
な
い
。

ち
な
み
に
、
北
伝
の
説
話
に
は
、
樹
神
が
仏
の
前
生
で
あ
る
と
い

う
例
は
見
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
大
乘
経
典
の
上
に
、
草
木
成
仏
に
つ
い
て
の
何
等
か

の
関
連
を
、
探
っ
て
み
よ
う
。

Ｈ
「
大
宝
積
経
』
巻
二
七
「
諸
法
体
性
無
分
別
会
」
（
梁
、

曼
陀
羅
訳
）

こ
の
経
典
に
次
の
よ
う
な
叙
述
が
あ
る
。

文
殊
師
利
、
若
有
菩
薩
聞
説
如
是
菩
提
之
相
、
聞
已
能
於
諸

法
体
性
無
所
分
別
、
即
名
為
仏
、
魔
以
仏
弁
説
是
法
時
、
五

百
菩
薩
得
無
生
法
忍
、
爾
時
大
徳
舍
利
弗
、
語
文
殊
師
利
言
、

未
曽
有
也
、
汝
力
持
故
、
令
魔
波
旬
作
如
来
身
身
相
具
足
坐

師
子
座
、
説
是
深
法
、
文
殊
師
利
言
、
大
徳
舍
利
弗
、
一
切

⑬

草
木
樹
林
無
心
、
可
作
如
来
身
相
具
足
悉
能
説
法

⑭

こ
の
経
典
に
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
が
あ
っ
て
、
漢
訳
と
大
体
は
同
じ
で

あ
る
が
、
双
方
参
照
し
つ
つ
読
む
と
、
大
意
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

文
殊
師
利
よ
・
あ
る
菩
薩
が
菩
提
の
相
が
説
か
れ
る
の
を
聞
い

て
、
一
切
法
の
本
質
に
つ
い
て
分
別
を
離
れ
る
な
ら
ば
そ
れ
は
仏
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で
あ
る
。
（
チ
ベ
ッ
ト
訳
・
一
切
法
の
本
質
の
相
に
つ
い
て
混
乱

し
な
い
こ
と
は
仏
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
）
そ
し
て
悪
魔

が
教
を
説
い
た
時
に
、
五
百
の
菩
薩
が
無
生
法
忍
を
得
た
。
そ
れ

か
ら
舍
利
弗
は
文
殊
師
利
に
申
し
上
げ
た
。
あ
な
た
の
加
持
力
に

よ
っ
て
、
罪
を
持
つ
悪
魔
が
如
来
の
形
と
相
と
を
具
え
て
師
子
座

に
坐
し
、
深
い
法
を
説
い
た
事
は
希
有
で
あ
る
。
文
殊
師
利
が
言

っ
た
。
大
徳
舍
利
弗
よ
・
私
が
、
心
の
無
い
草
木
樹
林
に
も
加
持

し
た
な
ら
、
彼
等
も
そ
の
よ
う
な
仏
の
相
を
具
え
、
仏
の
力
に
よ

っ
て
法
を
説
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上
の
叙
述
か
ら
、
文
殊
師
利
の
加
持
力
に
よ
っ
て
、
悪
魔
も

草
木
も
如
来
の
相
を
具
え
て
法
を
説
く
に
至
る
こ
と
が
知
ら
れ
る

わ
け
で
あ
る
が
、
悪
魔
は
悪
事
を
為
す
も
の
で
あ
り
、
草
木
は
心

が
無
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
草
木
が
無
心
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
前
述
の
初
期
仏
教
の
戒
律
に
見
ら
れ

た
草
木
の
一
引
く
四
は
影
を
ひ
そ
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
草
木

に
も
如
来
の
加
持
力
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
如
来
の
相
を
具

え
て
深
法
を
説
く
に
至
る
。
こ
の
場
合
、
文
殊
師
利
菩
薩
の
加
持

力
に
よ
る
と
あ
る
が
、
そ
の
元
は
如
来
の
力
に
よ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
分
別
を
離
れ
た
空
性
の
は
た
ら
き
に
他
な
ら
な

い
こ
と
を
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

口
「
中
陰
経
』

こ
の
経
典
の
伝
来
事
情
は
複
雑
で
あ
る
が
、
「
草
木
国
土
悉
皆

成
仏
」
と
か
、
．
切
草
木
皆
成
仏
」
と
か
、
一
般
に
流
布
し
た

こ
の
文
言
は
、
「
中
陰
経
」
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

平
安
初
期
の
安
然
（
八
四
一
？
’
九
一
五
？
）
の
『
胎
蔵
金
剛

⑮

菩
提
心
義
略
問
答
抄
（
『
菩
提
心
義
紗
』
）
巻
二
や
、
「
真
言
宗
教
時

⑯

義
」
巻
四
に
は
、

、
、
、
、
、
、
、
、

中
陰
経
云
、
釈
迦
成
道
之
時
一
切
草
木
皆
成
仏
身
、
身
長
丈

六
悉
皆
説
法

と
見
え
て
い
る
。
ま
た
、
平
安
末
期
の
証
真
（
生
没
年
不
詳
）
の

『
止
観
私
記
」
第
一
に
は

、
、
、
、
、
、
、
、

中
陰
経
云
、
一
仏
成
道
観
見
法
界
、
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
、

⑰

身
長
丈
六
、
光
明
遍
照
、
其
仏
皆
名
妙
覚
如
来

と
引
用
さ
れ
て
い
て
、
平
安
末
期
頃
迄
は
こ
の
経
典
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
在
は
所
在
不
明
で
あ
る
。

現
在
、
大
正
蔵
経
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
中
陰
経
」
二
巻
は
、

竺
仏
念
訳
と
な
っ
て
お
り
、
眺
秦
で
五
世
紀
始
め
頃
に
訳
出
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
経
典
は
、
中
陰
の
一
切
衆
生
の
為
に
、
仏

が
中
陰
に
入
り
大
乘
の
法
を
説
い
て
、
衆
生
を
度
脱
せ
し
め
、
成

仏
の
衆
生
は
す
べ
て
「
妙
覚
如
来
」
と
名
付
け
ら
れ
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
そ
の
中
、
と
く
に
草
木
に
関
す
る
部
分
を
見
る
と
、

「
道
樹
品
」
に
、
樹
王
と
い
う
菩
薩
が
世
尊
に
説
法
を
乞
い
、
世
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尊
の
教
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
偶
が
あ
る
。

仏
力
之
所
行
善
潤
天
世
人

学
無
学
衆
生
下
及
凡
夫
人

、
心
念
断
衆
相
皆
到
無
畏
処

分
別
空
無
相
清
浄
修
道
場

荘
厳
仏
道
樹
皆
令
同
一
色⑱

転
無
上
法
輪
閏
揚
法
鼓
輪

こ
れ
は
、
仏
の
所
行
が
普
く
衆
生
を
潤
し
、
空
無
相
の
平
等
に
於

て
安
立
せ
し
め
、
さ
ら
に
道
場
の
樹
を
荘
厳
し
て
同
一
色
の
仏
道

樹
と
し
、
無
上
の
法
輪
を
転
じ
て
法
音
を
附
揚
せ
し
め
る
と
い
う

の
で
あ
る
。

如
来
の
所
行
は
樹
木
に
ま
で
至
り
、
如
来
の
力
を
被
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
樹
木
が
法
輪
を
転
ず
る
の
で
あ
る
。

そ
の
趣
旨
は
、
前
掲
、
欠
本
『
中
陰
経
」
の

一
仏
成
道
観
見
法
界
草
木
国
土
悉
皆
成
道

に
通
じ
て
い
く
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
如
何
な
も
の

で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
他
に
も
類
似
点
が
見
ら
れ
て
、
竺
仏
念
訳
「
中
陰
経
」
で
、

成
仏
の
衆
生
は
す
べ
て
「
妙
覚
如
来
」
と
名
付
け
ら
れ
る
の
と
同

様
に
、
欠
本
「
中
陰
経
」
に
も
そ
の
名
号
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
掲
『
止
観
私
記
」
の
引
用
文
中
に
、
『
中

陰
経
』
に
云
く
と
し
て
、
「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
し
て
、
そ
の
仏

は
皆
、
妙
覚
如
来
と
名
付
く
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
両
経
に
、
何

等
か
の
関
連
あ
る
も
の
と
云
い
得
る
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か

そ
れ
は
同
一
系
統
の
異
本
と
見
る
べ
き
か
、
竺
仏
念
訳
『
中
陰

経
」
の
後
を
承
け
て
そ
れ
を
展
開
さ
せ
た
本
で
あ
っ
た
か
、
そ
の

何
れ
か
の
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
後
者
の
線
が
強
い

か
に
見
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は
中
国
撰
述
と
い
う
こ
と
も
否
定
は

で
き
な
い
。
と
も
あ
れ
複
雑
な
問
題
を
経
録
に
徴
し
て
み
よ
う
。

⑲
⑳

『
開
元
釈
教
録
』
巻
一
四
、
『
貞
元
釈
教
目
録
」
巻
二
に
は
何

れ
も
「
有
訳
無
本
」
中
に

『
中
陰
経
」
一
巻
宋
居
士
沮
渠
京
声
訳

と
し
て
出
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
有
訳
無
本
と
し
て
、
早
く

か
ら
経
名
の
み
が
残
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
沮
渠
京
声
は
五
世

紀
前
半
頃
、
訳
経
に
携
っ
た
居
士
で
あ
る
。

⑳

石
田
茂
作
氏
の
「
奈
良
朝
現
在
一
切
経
疏
目
録
』
に

『
中
陰
経
』
一
巻

と
い
う
の
が
あ
る
。
石
田
氏
は
そ
れ
に
、
竺
仏
念
訳
『
中
陰
経
』

二
巻
を
該
当
さ
せ
て
い
る
が
、
一
巻
と
二
巻
と
の
違
い
を
如
何
に

理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
前
の
沮
渠
京
声
訳
は
一
巻
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
八
世
紀
の
中
国
の
経
録
に
「
有
訳
無
本
」
と
さ
れ

た
も
の
が
、
既
に
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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「
中
陰
経
」
の
成
立
事
情
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
は

平
安
末
期
迄
は
日
本
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
、

沮
渠
京
声
の
時
代
の
仏
教
事
情
も
、
種
々
の
角
度
か
ら
吟
味
さ
る

べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

⑳

日
『
円
覚
経
」
（
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』
）

こ
の
経
典
が
草
木
成
仏
説
の
典
拠
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
『
太
平

⑳

記
』
巻
二
四
「
依
山
門
傲
訴
公
卿
余
議
事
」
の
中
に
述
べ
ら
れ
る

⑳

「
応
和
の
宗
論
」
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
所
で
あ
る
が
、
慈
恵
僧

正
良
源
と
仲
算
と
の
論
難
で
あ
り
、
天
台
と
法
相
と
の
仏
性
論
争

で
あ
る
。
一
切
皆
成
仏
を
主
張
す
る
良
源
は
、
論
証
と
し
て
草
木

成
仏
説
を
呈
示
し
た
が
、
仲
算
は
そ
の
文
証
を
詰
問
し
た
。
良
源

は
「
円
覚
経
」
の
文
を
引
き
、

ク
ス
ヲ

地
獄
天
宮
皆
為
二
浄
土
一
有
性
無
性
斉
成
二
仏
道
一

と
述
べ
、
仲
算
は
之
に
対
し
、
文
点
を
読
み
替
え
「
地
獄
天
宮
皆

浄
土
為
ら
ま
し
か
ば
、
有
性
無
性
斉
し
く
仏
道
を
成
ぜ
ん
」
と
応

酬
し
た
と
い
う
。

こ
の
経
文
の
前
後
を
見
れ
ば
、
如
来
の
覚
性
か
ら
観
る
と
き
、

無
明
の
断
ず
べ
き
な
く
、
無
明
は
真
如
に
し
て
畢
寛
空
、
衆
生
も

国
土
も
斉
し
く
法
性
の
中
に
あ
り
、
有
仏
性
と
さ
れ
る
も
無
仏
性

と
さ
れ
る
も
、
成
道
す
る
と
い
う
の
が
大
意
で
あ
る
。

法
相
宗
は
、
非
情
即
ち
心
の
無
い
山
川
草
木
に
仏
性
を
認
め
て

い
な
い
。
理
仏
性
は
一
切
の
上
に
認
め
る
が
、
行
仏
性
は
非
情
の

も
の
に
は
認
め
な
い
。

こ
の
「
円
覚
経
」
に
関
し
て
は
、
そ
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
、

唐
代
よ
り
す
で
に
真
偽
が
問
題
視
さ
れ
、
現
今
で
は
中
国
撰
述
説

が
一
般
と
な
っ
て
い
る
経
典
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
る
限
り
、
経
典
に
於
け
る
草
木
成
仏
説
は
確

実
な
明
文
が
得
ら
れ
ず
、
中
国
仏
教
に
於
て
展
開
し
て
い
く
様
相

が
、
大
き
な
意
味
を
示
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

中
国
仏
教
に
於
て
顕
然
化
し
、
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
草

木
成
仏
説
の
経
緯
を
、
諭
書
の
上
に
考
察
し
て
み
よ
う
。

㈲
『
大
乗
義
章
』
巻
一
「
義
法
聚
、
仏
性
義
」

浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
Ｉ
五
九
二
）
の
「
大
乘
義
章
」
中
に
、

⑮

仏
性
の
体
の
四
義
に
つ
い
て
説
く
が
、
注
目
し
て
み
た
い
。
こ
の

体
の
義
は
能
知
性
と
所
知
性
と
に
分
け
ら
れ
、
前
三
義
を
能
知
性
、

第
四
義
を
所
知
性
と
し
て
い
る
。
能
知
性
と
は
真
心
覚
知
の
性
で

あ
る
が
、
衆
生
の
上
に
就
い
て
述
べ
ら
れ
る
理
論
で
あ
り
、
非
情

に
は
通
じ
な
い
も
の
と
い
う
。
第
四
義
の
所
知
性
は
、
諸
法
の
自

体
で
あ
り
、
如
法
性
・
実
相
・
法
界
・
第
一
義
空
等
を
名
付
け
て

仏
性
と
す
る
と
い
う
。
そ
れ
は
衆
生
に
も
非
情
に
も
通
じ
る
仏
性

二
中
国
に
於
け
る
草
木
成
仏
説
の
概
観
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の
義
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
仏
の
み
の
よ
く
知
る
所
と
い
う
。

こ
の
所
知
性
に
於
け
る
非
情
仏
性
の
理
念
の
確
立
は
、
中
国
仏

教
の
仏
性
論
の
先
駆
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

口
『
大
乘
玄
論
」
巻
三
「
仏
性
義
」

吉
蔵
（
五
四
九
’
六
二
三
）
の
「
大
乘
玄
論
」
「
仏
性
義
」
中

に
は
、
仏
性
の
有
無
を
論
じ
て
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

若
欲
明
有
仏
性
者
、
不
但
衆
生
有
仏
性
、
草
木
亦
有
仏
性
、

⑳

此
是
対
理
外
無
仏
性
、
以
弁
理
内
有
仏
性
也

こ
れ
は
、
草
木
有
仏
性
と
い
う
こ
と
が
始
め
て
論
ぜ
ら
れ
た
箇
所

で
あ
る
。
理
内
に
於
て
観
ぜ
ら
れ
る
と
き
に
は
、
衆
生
の
み
な
ら

ず
草
木
に
も
仏
性
が
あ
る
と
い
う
。
理
内
と
は
理
外
に
対
し
、
こ

の
「
仏
性
義
」
中
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
一
切
法
を
生
滅
の
相
に
於

て
把
握
す
る
の
を
理
外
と
し
、
無
生
滅
の
相
に
於
て
観
ず
る
、
即

ち
、
発
心
し
て
不
生
不
滅
を
悟
り
、
般
若
波
羅
蜜
に
於
て
見
る
時
、

こ
れ
を
理
内
と
し
、
内
道
と
す
る
。
そ
れ
は
吉
蔵
が
、
仏
性
の
義

を
第
一
義
空
と
し
、
中
道
と
す
る
の
と
軌
を
一
に
し
、
ま
た
前
述

の
『
大
乘
義
章
」
の
仏
性
義
に
於
け
る
体
の
第
四
義
、
所
知
性
と

通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

し
か
も
こ
の
場
合
は
、
非
情
有
仏
性
と
い
う
に
止
ら
ず
、
草
木

有
仏
性
と
、
具
体
を
以
て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
関
し
て

「
大
乘
玄
論
」
に
は
続
い
て
、

問
、
衆
生
無
仏
性
草
木
有
仏
性
、
昔
来
未
曽
聞
、
為
有
経
文

為
当
自
作
、
若
衆
生
無
仏
性
、
衆
生
不
成
仏
、
若
草
木
有
仏

性
、
草
木
乃
成
仏
、
此
是
大
事
、
不
可
軽
言
令
人
驚
怪
也
、

答
、
少
聞
多
怪
、
昔
來
有
事
、
是
故
経
言
、
有
諸
比
丘
間
説

⑳

大
乘
、
皆
悉
驚
怪
、
後
坐
起
去
、
是
其
事
也
（
以
下
略
）

と
、
草
木
成
仏
と
い
う
耳
新
し
い
提
言
を
問
題
と
し
て
、
問
答
体

に
よ
っ
て
こ
れ
を
の
べ
て
い
る
。
ま
ず
衆
生
に
無
仏
性
あ
り
、
草

木
に
有
仏
性
と
い
う
こ
と
は
附
い
た
こ
と
が
な
い
が
、
そ
れ
は
経

証
が
あ
る
の
か
、
ま
た
は
自
分
の
創
作
な
の
か
。
ま
た
、
衆
生
が

無
仏
性
な
ら
成
仏
し
な
い
が
、
草
木
有
仏
性
と
い
う
な
ら
草
木
が

成
仏
す
る
こ
と
に
な
る
が
如
何
。
こ
の
よ
う
な
軽
言
を
以
て
人
を

驚
か
し
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
詰
問
で
あ
る
。

答
は
、
草
木
成
仏
と
い
う
の
は
昔
よ
り
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
驚

く
に
当
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
経
証
と
し
て
、
仏
が
大
乘
を

説
か
れ
た
時
、
諸
比
丘
は
驚
怪
し
て
座
よ
り
立
ち
去
っ
た
と
い
う

の
は
、
こ
の
こ
と
を
さ
す
の
だ
と
い
っ
て
い
る
。
本
来
こ
の
経
文

は
、
「
法
華
経
」
「
方
便
品
」
の
、
世
尊
が
法
華
の
深
義
を
説
か
ん

と
し
た
時
、
五
千
の
罪
根
深
重
、
増
上
慢
の
比
丘
・
比
丘
尼
達
が

座
よ
り
起
っ
て
退
い
た
と
い
う
逸
話
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う

が
、
但
し
、
法
華
経
の
場
合
、
草
木
成
仏
が
明
示
さ
れ
て
説
か
れ

た
訳
で
は
な
い
。
一
乘
が
至
極
と
説
か
れ
、
一
切
成
仏
が
示
さ
れ
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た
の
で
あ
っ
た
。

続
い
て
経
証
と
し
て
、
『
浬
藥
経
』
「
哀
歎
品
」
、
「
維
摩
経
』

「
仏
道
品
」
、
『
華
厳
経
」
「
入
法
界
品
」
、
論
証
と
し
て
「
唯
識

論
」
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
ら

経
論
の
示
す
と
こ
ろ
は
、
何
れ
も
そ
の
論
理
的
根
拠
で
あ
っ
て
、

草
木
成
仏
に
つ
い
て
の
明
文
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

吉
蔵
は
、
草
木
成
仏
と
は
昔
よ
り
知
ら
れ
る
所
で
あ
る
と
い
う

が
、
そ
の
経
論
に
よ
る
明
文
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、

草
木
成
仏
説
が
古
く
か
ら
伝
え
る
所
が
あ
っ
て
、
し
か
も
確
と
し

た
経
論
に
よ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
イ
ン
ド

よ
り
將
来
さ
れ
て
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
の
明
確
な
経
論
が
、
尊
重
さ

れ
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
草
木
成
仏
説
が
論
理
的
に
成
り
立
つ
こ
と
を
吉
蔵
は

経
論
に
よ
っ
て
証
明
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
、
古
く
か
ら
あ
っ

た
草
木
成
仏
説
が
、
吉
蔵
の
般
若
の
世
界
に
於
て
蘇
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
『
宝
積
経
』
の
無
分
別
会
の
空

無
相
に
お
け
る
草
木
説
法
や
『
中
陰
経
」
の
仏
の
空
の
境
地
に
あ

っ
て
草
木
が
法
輪
を
転
ず
る
こ
と
と
、
通
ず
る
も
の
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
昔
よ
り
の
草
木
成
仏
説
に
つ
い
て
は
、
本
稿
に
前
述
の

事
情
と
も
関
連
が
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

日
「
摩
訶
止
観
」

智
顎
（
五
三
八
’
五
九
二
）
は
「
摩
訶
止
観
』
第
一
に
、

円
頓
者
、
初
縁
実
相
造
境
即
中
無
不
真
実
、
繋
縁
法
界
一
念

⑳

法
界
、
一
色
一
香
無
非
中
道

と
、
円
頓
止
観
の
境
界
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後
世
の
中

国
・
日
本
の
天
台
教
学
に
於
て
草
木
成
仏
論
が
論
ぜ
ら
れ
る
時
、

そ
の
第
一
の
論
拠
と
さ
れ
た
文
言
で
あ
る
。
湛
然
（
七
二
’
七

八
二
）
は
、
こ
れ
に
詳
細
な
註
『
輔
行
」
を
付
し
、
草
木
仏
性
論

を
展
開
し
た
。

究
極
の
止
観
行
た
る
円
頓
止
観
は
、
能
所
不
二
の
境
界
で
、
一

切
が
中
道
に
他
な
ら
ぬ
と
い
う
。
中
道
に
関
し
て
は
「
摩
訶
止

観
」
に
、
断
常
を
離
れ
た
中
道
と
、
仏
性
を
中
道
と
名
付
け
る
と

の
二
極
を
挙
げ
、
円
頓
止
観
の
中
道
義
は
仏
性
で
あ
る
と
し
て
い

⑳る
。
中
道
を
仏
性
と
な
す
と
は
、
も
と
『
浬
檗
経
」
「
師
子
咄
菩

⑳

薩
品
」
に
見
え
る
所
で
あ
る
。

智
韻
の
中
道
観
は
、
空
仮
中
三
諦
の
理
解
の
仕
方
に
於
て
、

「
中
論
」
の
イ
ン
ド
的
な
理
解
を
越
え
て
、
よ
り
存
在
論
的
な
傾

向
を
帯
び
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
が
、
円
頓
止
観
に
も
そ
れ
が

反
映
し
て
い
る
か
に
恩
わ
れ
る
。
そ
の
究
極
に
於
て
、
一
色
一
香

が
仏
性
と
し
て
現
ず
る
の
で
あ
る
。

智
顎
は
草
木
成
仏
と
い
う
言
葉
を
直
接
に
用
い
て
は
い
な
い
。
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し
か
し
、
止
観
の
彼
方
に
槻
ぜ
ら
れ
る
中
道
仏
性
の
世
界
に
は
、

一
色
一
香
と
し
て
草
木
も
示
さ
れ
て
い
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。四
「
絶
仙
論
』

敦
埠
出
土
の
達
磨
論
の
一
で
、
牛
頭
法
融
（
五
九
四
’
六
五

七
）
の
撰
と
伝
え
ら
れ
る
本
書
は
、
絶
観
の
立
場
か
ら
禅
の
観
行

の
法
に
つ
い
て
、
入
理
先
生
と
弟
子
縁
門
の
問
答
の
形
式
を
と
っ

て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
草
木
成
仏
に
関
説
し
た

部
分
が
あ
る
。

問
日
、
若
草
木
久
来
合
道
、
経
中
何
故
不
記
草
木
成
仏
、
侃

記
人
也
、
答
日
、
非
独
記
人
、
亦
記
草
木
、
経
云
、
一
微
塵

中
倶
含
一
切
法
、
亦
如
也
、
一
切
衆
生
亦
如
也
、
如
無
二
艇

⑪

差
別

と
あ
る
が
、
こ
の
前
文
に
、
縁
門
の
質
問
と
し
て
、
道
は
ひ
と
り

形
と
霊
を
持
つ
も
の
、
即
ち
人
の
中
に
在
る
の
か
、
ま
た
は
、
草

木
の
中
に
も
在
る
の
か
と
問
う
の
に
対
し
て
、
道
は
遍
せ
ざ
る
所

な
し
と
い
う
答
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

草
木
が
道
に
合
し
て
成
仏
す
る
と
い
う
な
ら
、
何
故
、
経
中
に

草
木
の
記
別
が
な
い
の
か
と
の
間
に
対
し
て
、
草
木
に
も
記
別
あ

り
、
経
に
は
、
一
微
塵
中
に
一
切
法
を
含
む
と
あ
り
、
一
切
法
も

一
切
衆
生
も
共
に
如
に
他
な
ら
ぬ
と
、
草
木
成
仏
に
つ
い
て
の
論

理
的
根
拠
を
述
べ
る
。
経
証
に
、
草
木
成
仏
の
表
現
が
無
い
の
は
、

前
の
『
大
乘
玄
論
」
と
同
じ
図
式
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
経
と
は
、

『
華
厳
経
」
「
入
法
界
品
」
の

⑫

於
一
微
塵
悉
能
示
一
切
世
界
、
随
所
応
化
成
熟
衆
生

を
さ
す
か
と
思
わ
れ
る
が
、
同
経
に
は
他
に
も
同
じ
よ
う
な
表
現

が
あ
る
。

な
お
、
『
絶
観
論
」
と
い
う
書
名
に
関
し
て
は
、
『
大
乘
玄
論
」

巻
四
「
二
智
義
」
に
、
般
若
を
絶
観
と
し
、
智
慧
の
観
照
を
越
え

た
、
無
相
、
無
心
の
虚
宗
を
絶
観
般
若
と
し
て
標
傍
し
た
の
に
よ⑬

る
と
さ
れ
、
法
融
の
禅
に
は
吉
蔵
の
影
響
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、

草
木
成
仏
説
も
、
そ
の
系
譜
に
あ
る
と
云
え
る
よ
う
で
あ
る
。

⑰
華
厳
宗
法
蔵
の
場
合

法
蔵
（
六
四
三
Ｉ
七
一
二
）
は
、
と
く
に
草
木
成
仏
に
つ
い
て

明
言
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
論
理
的
に
は
認
め
て
い
た
と
云

⑳

え
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
華
厳
経
」
「
宝
王
如
来
性
起
品
」

の

菩
薩
摩
訶
薩
、
於
一
毛
道
、
悉
知
一
切
衆
生
等
如
来
身
、
如

一
毛
道
、
一
切
毛
道
、
一
切
法
界
処
、
亦
復
如
是
、
何
以
故
、

⑮

如
来
菩
提
身
、
無
処
不
至

を
釈
し
て
「
華
厳
経
探
玄
記
」
巻
一
六
に
は

⑯

是
故
仏
身
不
思
議
不
思
議
也
、
此
即
遍
於
非
情
一
切
処
也
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と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
述
の
慧
遠
『
大
乘
義
章
」
「
仏
性
義
」

中
に
、
仏
性
の
体
を
四
義
に
分
け
る
中
の
第
四
義
に
、
所
知
性
の

仏
性
を
有
情
非
情
に
通
ず
る
と
、
説
か
れ
て
い
る
の
に
通
う
も
の

が
あ
る
。
所
知
性
と
は
如
、
法
性
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
仏
身
と
い

う
に
他
な
ら
な
い
。

「
華
厳
経
」
は
、
一
微
塵
の
中
に
仏
刹
の
如
を
認
め
る
。
そ
の

法
界
に
あ
っ
て
は
、
ひ
と
か
け
ら
の
岩
石
も
、
草
木
も
光
り
輝
く

存
在
と
し
て
認
め
た
の
が
法
蔵
の
華
厳
教
学
で
あ
り
、
性
起
思
想

で
あ
る
。

㈲
湛
然

天
台
教
学
に
あ
っ
て
、
仏
性
諭
を
展
開
し
、
草
木
成
仏
説
を
強

調
し
た
の
は
湛
然
で
あ
る
。
「
摩
訶
止
観
」
の
．
色
一
香
無
非

⑰

中
道
」
を
釈
し
た
『
輔
行
』
に
は
、
中
道
仏
性
と
し
、
ま
た
無
情

仏
性
と
も
称
し
た
。
そ
れ
ら
は
十
義
を
以
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
大
要
は
、
仏
性
に
は
法
報
応
の
三
身
を
具
し
、
法
身
は
遍

く
一
切
に
い
き
わ
た
り
、
無
情
を
隔
て
る
べ
き
で
は
な
い
。
事
理

に
約
せ
ば
、
事
に
は
有
情
無
情
を
分
つ
け
れ
ど
も
、
理
に
於
て
は

そ
の
別
を
考
え
る
べ
き
で
な
い
。
国
土
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
迷

情
の
故
に
依
報
正
報
に
分
け
る
が
、
理
智
に
後
え
ば
依
正
不
二
で

あ
る
。
真
俗
に
約
せ
ば
、
真
の
故
に
体
は
一
で
あ
り
、
俗
に
よ
っ

て
有
無
を
分
つ
の
で
あ
る
。
一
切
万
法
は
我
々
の
心
に
属
し
、
心

も
ま
た
法
に
他
な
ら
ず
、
一
念
に
三
千
を
具
し
心
の
外
に
は
無
い
。

そ
の
色
心
不
二
の
三
千
の
様
相
に
於
て
、
有
情
の
心
体
の
み
遍
し

と
し
て
、
草
木
を
独
り
無
情
と
し
て
隔
て
る
べ
き
で
は
な
い
。

以
上
、
「
輔
行
十
義
」
は
、
無
情
仏
性
、
草
木
仏
性
を
強
調
し

て
い
る
。

湛
然
は
更
に
『
金
剛
鉾
論
」
に
於
て
、
そ
の
説
を
強
調
し
た
。

こ
の
害
は
、
『
浬
梁
経
』
「
迦
葉
菩
薩
品
」
に
よ
っ
て
立
論
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
ず
仏
性
を
虚
空
に
瞼
え
て
一
切
処
に
遍
し
と
し
、

そ
れ
は
衆
生
の
正
因
仏
性
に
他
な
ら
ず
、
因
果
不
二
の
理
に
よ
っ

て
、
了
因
・
縁
因
を
具
し
た
因
仏
性
で
あ
る
と
い
う
。
次
に
、

非
仏
性
者
所
謂
一
切
悩
壁
瓦
石
無
情
之
物
、
雌
如
是
等
無
情

⑬

之
物
是
名
仏
性

の
経
文
を
あ
げ
、
惜
壁
瓦
石
等
の
無
情
の
物
を
非
仏
性
と
理
解
す

る
通
途
の
解
釈
を
越
え
て
、
独
自
の
論
を
展
開
す
る
。
そ
れ
は

『
浬
梁
経
」
は
、
時
に
方
便
を
用
い
て
椛
教
の
立
場
で
説
く
こ
と

が
あ
る
。
こ
の
場
合
も
、
無
情
の
物
を
永
く
非
仏
性
と
す
る
こ
と

を
戒
め
る
の
が
真
意
で
あ
る
と
論
理
づ
け
て
い
る
。

湛
然
は
更
に
、
無
情
仏
性
か
ら
草
木
仏
性
に
及
び
、
一
念
三

千
・
色
心
不
二
・
依
正
不
二
の
論
理
に
加
え
て
唯
心
論
・
随
縁
真

如
に
よ
っ
て
、
強
調
し
た
が
、
『
金
剛
鉾
論
」
の
仏
性
論
は
論
理

の
上
に
更
に
直
観
的
で
あ
る
。
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日
本
仏
教
に
於
て
、
草
木
成
仏
説
が
現
れ
て
く
る
の
は
平
安
初

期
で
あ
る
。
以
来
、
日
本
仏
教
は
多
大
の
関
心
を
示
し
て
き
た
。

そ
れ
を
初
期
の
様
相
よ
り
瞥
見
し
て
み
よ
う
。

㈲
最
澄
と
草
木
成
仏
説

最
澄
（
七
六
七
Ｉ
八
二
二
）
は
入
唐
中
に
天
台
山
の
道
遼
よ
り

受
法
し
た
が
、
そ
の
さ
い
質
問
を
呈
し
て
解
答
を
得
た
。
そ
れ
が
、

「
天
台
宗
未
決
」
で
あ
る
。
そ
の
第
四
条
に
次
の
よ
う
な
文
言
が

あ
る
。
三
千
只
一
念
中
、
心
悉
皆
具
足
、
情
与
非
情
、
本
来
不
二
、

若
言
二
者
川
一
心
外
更
有
法
、
若
別
有
法
則
不
成
円
観
、
此

一
念
依
正
不
二
、
三
観
観
之
並
是
法
界
、
如
来
蔵
、
法
性
即

仏
性
不
異
也
、
故
華
厳
座
刹
説
法
、
国
土
説
法
、
衆
生
説
法

⑳也

こ
れ
は
三
千
を
具
す
る
一
念
は
、
有
情
無
情
本
来
不
二
に
し
て
欠

減
な
く
、
法
界
、
如
来
蔵
、
法
性
で
あ
り
、
そ
れ
が
仏
性
で
あ
る

と
す
る
も
の
で
、
心
外
無
別
法
の
唯
心
説
や
如
来
蔵
説
、
華
厳
の

教
説
も
現
れ
て
き
て
い
る
。

湛
然
の
仏
性
論
は
、
そ
れ
以
後
の
天
台
教
学
の
み
な
ら
ず
、
日

本
天
台
の
草
木
成
仏
説
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
っ
た
。

三
日
本
仏
教
に
於
け
る
草
木
成
仏
説

道
遼
は
湛
然
の
弟
子
で
あ
る
が
、
湛
然
を
受
け
て
更
に
展
開
の

跡
を
見
せ
て
い
る
。
最
澄
は
こ
の
系
譜
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
最
澄
に
つ
い
て
は
、
『
守
護
国
界
章
」
の
中
で
草
木
成
仏

に
つ
い
て
述
べ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
を
見
て
み
よ
う
。
同
書
巻

下
・
上
「
弾
鹿
食
者
謬
破
一
切
有
情
悉
皆
成
仏
章
」
の
中
に
、
徳

一
が
唐
の
霊
潤
（
Ｉ
六
○
五
）
の
草
木
成
仏
説
を
引
用
し
て
、
反

⑩

論
を
加
え
た
の
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。

霊
潤
は
、
玄
葵
及
び
門
下
の
仏
性
論
が
、
理
性
は
平
等
な
る
も

行
性
に
は
差
別
あ
り
、
行
性
無
き
も
の
に
は
仏
性
は
な
い
と
立
論

す
る
の
に
反
対
し
て
、
草
木
成
仏
の
問
題
を
呈
示
し
た
。
草
木
に

は
理
性
無
く
、
従
っ
て
行
性
も
無
い
が
、
草
木
は
唯
心
の
量
で
あ

っ
て
心
外
に
法
無
く
、
草
木
は
真
如
の
中
に
あ
り
、
有
仏
性
で
あ

⑪

る
と
立
論
し
た
。
真
如
仏
性
論
で
あ
る
。

徳
一
は
法
相
の
立
場
か
ら
、
理
性
雌
く
し
て
真
如
有
り
と
す
る

こ
と
に
反
駁
し
た
が
、
最
澄
は
草
木
成
仏
説
の
根
拠
を
あ
げ
て
批

判
し
た
。
そ
れ
は
『
金
剛
鉾
論
」
に
拠
る
も
の
で
あ
っ
て
、
惜
壁

瓦
礫
非
情
の
物
を
永
く
非
仏
性
と
す
る
な
ら
、
心
外
に
色
等
の
法

有
り
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
唯
心
大
乘
の
理
に
違
う
と
主
張
し

た
。
最
澄
の
こ
の
論
点
に
は
、
湛
然
か
ら
道
達
へ
の
線
が
明
か
に
読

み
と
れ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
最
澄
は
徳
一
と
の
仏
性
論
争
に
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於
て
、
中
国
の
霊
潤
や
法
宝
の
系
脈
を
受
け
つ
ぐ
も
の
で
あ
っ
た

が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
唯
心
説
は
、
霊
潤
と
同
一
で
は
な
い
。
存

在
の
本
性
に
立
ち
つ
つ
も
、
最
澄
は
天
台
的
な
理
念
を
内
包
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

口
空
海

空
海
（
七
七
四
’
八
三
五
）
は
密
教
の
立
場
か
ら
、
宇
宙
の
根

元
に
厳
然
た
る
本
仏
を
見
、
諸
仏
は
す
べ
て
に
い
き
わ
た
り
、
有

情
世
間
・
器
世
間
・
智
正
覚
仙
間
の
三
種
世
間
は
み
な
仏
体
で
あ

⑫
《
る
と
見
る
。

か
く
し
て
草
木
成
仏
も
認
め
ら
れ
る
が
、
『
畔
字
義
」
に
は
、

⑬

草
木
也
成
何
況
有
情

と
い
う
。
そ
の
前
後
よ
り
み
る
と
、
そ
の
意
は
、
人
間
に
本
来
備

わ
っ
て
い
る
仏
身
は
、
厳
然
と
し
て
動
じ
な
い
が
、
遍
く
い
き
わ

た
っ
て
い
る
諸
仏
が
目
覚
め
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
は
二

乘
の
幻
の
城
を
出
て
大
乘
密
教
の
悟
り
に
至
る
の
で
あ
る
。
草
木

さ
え
も
成
仏
す
る
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
人
間
は
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。「
畔
字
義
」
に
は
ま
た

⑭

草
木
無
仏
波
則
無
湿
彼
有
此
無
非
權
而
誰

と
あ
り
、
法
相
の
学
者
達
の
言
う
よ
う
に
、
草
木
に
仏
性
が
無
い

と
い
う
な
ら
、
波
に
湿
い
が
無
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
仏
性

が
そ
こ
に
は
有
っ
て
こ
こ
に
は
無
い
と
い
う
な
ら
、
仏
性
で
な
く

て
何
で
あ
る
の
か
と
、
仏
性
の
遍
在
と
草
木
有
仏
性
を
説
い
て
い

る
。
空
海
の
こ
の
文
章
は
、
平
安
初
期
に
草
木
成
仏
説
が
ひ
ろ
く
語

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

日
玄
叡
の
「
大
乘
三
論
大
義
紗
」

三
論
宗
の
玄
叡
（
？
’
八
四
○
）
の
『
大
乘
三
論
大
義
紗
」
は
、

天
長
六
本
宗
書
（
八
三
○
）
の
一
と
し
て
、
三
論
宗
の
宗
義
を
録

上
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
草
木
有
仏
性
に
関
す
る
記
録

が
あ
る
。問
、
理
内
草
木
有
仏
性
者
、
非
情
草
木
亦
応
加
行
成
仏
、
答

有
二
種
門
、
謂
依
正
不
二
門
、
若
拠
不
二
門
実
如
所
問
也
、

若
約
二
門
、
衆
生
修
成
仏
、
草
木
不
能
、
何
者
、
衆
生
有
迷

⑮

心
故
、
有
覚
悟
期
、
彼
草
木
等
無
迷
心
故
亦
無
覚
悟

こ
れ
は
吉
蔵
の
『
大
乘
玄
論
」
に
「
理
内
に
於
て
は
草
木
に
仏
性

有
り
」
と
し
た
記
述
を
、
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。
し
か
し
、
「
大
乘
玄
論
」
を
一
歩
出
た
、
草
木
の
加
行
成

仏
に
言
及
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
れ
は
当
時
の
日
本
仏
教
内
に
、
草
木
は
自
ら
発
心
し
修
行

（
加
行
）
し
て
成
仏
す
る
の
か
否
か
と
い
う
議
論
が
、
あ
っ
た
事

情
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
玄
叡
は
三
論
宗
の
伝
統
を
守
り
、
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そ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。

四
草
木
発
心
修
行
成
仏
説

草
木
は
依
報
と
し
て
の
み
成
仏
す
る
の
か
、
ま
た
は
そ
れ
自
ら

が
発
心
修
行
し
て
成
仏
す
る
可
能
性
を
持
つ
の
か
と
い
う
問
題
意

識
は
、
平
安
初
期
か
ら
起
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
事
情
を
次
の
資

料
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

⑯

イ
唐
決

唐
決
は
、
仏
教
学
上
の
疑
問
点
を
中
国
の
学
者
に
呈
し
て
、
そ

の
決
答
を
待
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
叡
山
の
そ
れ
は
、
古
く
は
最
澄

の
『
天
台
宗
未
決
」
が
そ
の
初
め
で
あ
る
。
承
和
年
中
（
八
三
四

’
八
四
七
）
に
は
、
座
主
円
澄
を
は
じ
め
と
す
る
学
僧
が
、
円
仁

や
川
載
の
入
唐
に
託
し
て
、
天
台
教
学
に
関
す
る
質
問
を
呈
し
て

唐
決
を
求
め
た
。

円
澄
の
三
十
間
に
は
、
ま
ず
天
台
山
広
修
が
返
答
し
た
が
、
そ

の
第
十
七
問
は
草
木
発
心
修
行
成
仏
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
円

澄
は
、
仏
性
の
三
身
性
が
諸
法
に
遍
し
と
す
る
な
ら
、
有
情
が
発

心
修
行
し
て
成
仏
す
る
如
く
、
無
情
も
ま
た
発
修
成
仏
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
間
う
て
い
る
。
広
修
の
答
は
、
「
輔
行
」
に
仏
性
に

三
身
を
具
す
と
あ
り
、
法
身
は
遍
し
と
す
る
な
ら
、
無
情
を
隔
て

る
こ
と
は
な
い
。
有
情
が
発
修
成
仏
す
る
な
ら
無
情
も
然
り
で
あ

る
。
一
成
一
切
成
、
一
発
一
切
発
で
体
は
相
離
せ
ず
、
有
情
無
情

四
大
所
成
の
故
に
相
即
す
る
等
の
故
を
以
て
、
無
情
草
木
の
発
修

成
仏
を
認
め
て
い
る
。

こ
の
間
に
対
す
る
天
台
山
維
樹
の
答
は
、
草
木
成
仏
説
の
根
拠

を
天
台
大
師
の
一
心
三
観
に
あ
り
と
し
、
三
観
明
か
な
る
時
、
有

情
と
無
情
と
仏
と
衆
生
と
を
見
ず
と
、
一
心
三
観
の
理
念
の
立
場

を
説
い
て
い
る
。
草
木
発
修
成
仏
に
つ
い
て
の
具
体
的
解
答
に
は

な
っ
て
い
な
い
。

徳
円
は
十
問
を
出
し
、
そ
の
第
九
問
は
「
非
情
草
木
等
自
成
仏

説
法
否
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
心
は
無
情
等
に
も
遍
し
と
す
る
な

ら
草
木
は
成
仏
す
る
か
、
草
木
も
自
ら
因
を
修
し
て
成
仏
す
る
か
、

正
報
が
依
報
を
摂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
仏
す
る
の
か
。

も
し
、
正
報
を
以
て
依
報
を
摂
す
る
な
ら
、
法
相
宗
が
相
を
摂

し
性
に
帰
す
る
と
い
う
に
同
じ
で
あ
る
。
も
し
外
な
る
色
の
成
仏

を
説
か
ず
内
な
る
色
の
成
仏
を
成
仏
と
い
う
な
ら
、
三
論
宗
と
同

じ
こ
と
で
は
な
い
か
。
「
法
華
経
」
の
凡
そ
心
あ
る
も
の
は
方
に

成
仏
す
べ
し
と
は
、
「
浬
藥
経
」
の
培
壁
等
を
指
す
の
で
は
な
い
。

ま
た
『
止
観
義
例
」
に
無
情
境
に
仏
所
を
立
つ
、
と
あ
る
が
故
に

草
木
成
仏
す
る
と
い
う
な
ら
、
何
れ
の
草
、
何
れ
の
樹
が
六
度
を

修
し
て
成
仏
す
る
の
か
と
い
う
問
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
長
安
鴎
泉
寺
の
宗
頴
の
答
は
、
万
法
唯
心
心
外

無
別
法
、
依
正
本
来
一
の
故
に
心
外
に
草
木
の
相
な
く
、
妄
想
顛
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倒
の
故
に
自
他
を
見
、
彼
此
を
執
す
る
も
の
と
言
い
、
草
木
自
修

六
度
を
求
む
る
如
き
は
、
病
眼
を
以
て
空
華
の
結
果
を
求
む
る
が

如
し
と
し
て
い
る
。

次
に
光
定
が
六
問
の
中
の
第
五
間
に
草
木
成
仏
に
つ
い
て
、
経

諭
中
に
そ
の
誠
文
を
尋
ね
た
の
に
対
し
て
宗
頴
の
答
は
、
文
証
を

の
み
求
む
る
こ
と
を
非
と
し
、
義
に
よ
る
べ
し
と
『
金
剛
鉾
論
」

を
見
よ
と
言
っ
て
い
る
。

以
上
の
唐
決
は
、
広
修
の
答
を
除
い
て
、
草
木
発
修
成
仏
の
直

接
の
解
答
と
は
な
り
に
く
く
、
双
方
の
学
者
の
意
識
に
隔
た
り
が

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
日
本
の
天

台
学
者
の
方
が
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。

更
に
唐
決
に
つ
い
て
み
る
と
き
、
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
入
唐

し
た
円
珍
が
、
在
唐
中
（
八
五
三
’
八
五
八
）
、
天
台
山
良
請
よ

⑰

り
受
決
し
た
「
無
情
成
仏
決
」
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
決
答
の
大
要
は
、
真
如
の
理
に
入
り
て
一
切
の
法
を
観
ず
れ

ば
、
一
切
は
如
実
の
相
で
あ
り
、
一
色
一
香
も
中
道
に
非
ざ
る
こ

と
は
な
い
。
境
に
い
た
り
本
来
真
実
な
り
と
観
ず
る
と
き
、
心
は

も
ろ
も
ろ
の
如
来
を
作
る
の
で
あ
る
。
情
非
情
一
体
に
し
て
一
の

安
楽
性
で
あ
り
、
平
等
法
界
で
あ
る
。
「
大
日
経
」
に
い
う
「
阿

字
第
一
命
遍
於
情
非
情
」
と
は
こ
れ
で
あ
り
、
大
乘
の
教
証
は
一

で
は
な
い
。
天
台
山
に
於
け
る
、
か
つ
て
の
草
木
成
仏
に
つ
い
て

の
決
は
、
大
体
、
失
は
無
い
が
、
た
だ
天
台
大
師
の
本
文
を
出
し

て
い
な
い
点
が
指
摘
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

良
請
の
決
は
、
一
色
一
香
無
非
中
道
の
立
場
は
、
一
色
一
香
に

如
来
を
見
る
と
い
う
。
そ
れ
は
重
味
の
あ
る
天
台
教
学
で
あ
る
。

ロ
叡
山
法
華
会
に
於
け
る
草
木
発
修
成
仏
の
論
義

⑬
⑲

安
然
の
『
勘
定
草
木
成
仏
私
記
」
や
『
即
身
成
仏
義
私
記
」
に

よ
る
と
、
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
の
法
華
会
に
、
或
る
人
が
、
無

心
の
草
木
自
ら
発
心
し
て
成
仏
す
と
立
義
し
た
と
こ
ろ
、
人
あ
っ

て
こ
れ
に
反
論
し
、
草
木
は
依
報
に
よ
る
成
仏
で
あ
っ
て
自
ら
作

仏
せ
ず
と
主
張
し
、
こ
の
一
条
は
未
判
で
あ
っ
た
。
と
き
に
座
主

円
仁
は
、
発
心
作
仏
を
認
め
ぬ
の
は
、
宗
旨
を
失
う
も
の
だ
と
戒

め
た
と
い
う
。

ま
た
、
貞
観
十
一
年
十
一
月
の
法
華
会
に
、
無
心
の
草
木
が
三

仏
性
を
具
す
る
か
と
の
間
が
あ
っ
て
、
講
師
が
具
す
と
答
え
た
と

こ
ろ
、
三
仏
性
を
具
す
の
で
あ
れ
ば
、
草
木
は
発
心
修
行
成
仏
す

る
か
と
い
う
問
と
な
り
、
講
師
は
否
と
答
え
て
問
題
に
な
っ
た
と

記
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
は
、
発
心
修
行
成
仏
説
は
、
日
本
天
台
が
公
式
に

認
め
よ
う
と
し
た
教
義
で
あ
っ
た
が
、
な
お
、
流
動
的
な
も
の
が

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
こ
の
法
華
会
は
、
も
と
最
澄
が
、
天
台
大
師
の
忌
日

ハハ

乙、



の
法
会
と
し
て
、
延
暦
二
十
年
（
八
○
一
）
十
一
月
十
四
日
、
止

観
院
に
於
て
始
修
せ
ら
れ
、
以
後
、
相
続
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
法
会
に
は
論
義
が
施
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
最

澄
滅
後
に
は
、
そ
の
忌
日
に
も
法
華
会
が
修
せ
ら
れ
、
論
義
が
行

な
わ
れ
た
。

こ
の
論
義
は
、
後
の
日
本
天
台
の
論
義
の
嗜
矢
と
し
て
大
事
な

意
義
を
持
つ
が
、
そ
の
場
に
於
て
、
す
で
に
草
木
成
仏
説
が
論
義

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
後
世
の
日
本
天
台
の

諭
義
の
中
で
、
「
草
木
成
仏
」
は
重
要
な
論
目
と
し
て
扱
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

㈲
安
然
と
草
木
成
仏
説

安
然
が
、
草
木
成
仏
説
に
つ
い
て
多
大
の
関
心
を
抱
い
て
い
た

こ
と
は
、
そ
の
著
作
『
掛
定
草
木
成
仏
私
記
」
や
、
「
胎
蔵
金
剛

菩
提
心
義
略
問
答
抄
」
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

ま
ず
、
『
勘
定
草
木
成
仏
私
記
」
は
、
主
に
日
本
仏
教
に
於
て

そ
れ
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
た
草
木
成
仏
説
の
、
そ
の
あ
ら
か
た
を

羅
列
し
た
か
と
思
わ
れ
る
程
の
渉
猟
ぶ
り
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ

ら
に
吟
味
批
判
を
加
え
て
い
る
。

そ
れ
は
ま
ず
、
旧
人
の
義
と
し
て
、
天
台
・
華
厳
・
三
論
の
問

答
を
あ
げ
て
吟
味
し
て
い
る
。
次
に
承
和
年
中
の
唐
決
の
類
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
広
修
の
説
以
外
は
、
日
本
の

学
者
が
問
題
に
し
て
い
た
草
木
発
心
修
行
成
仏
に
つ
い
て
の
答
に

な
っ
て
い
な
い
と
も
批
判
し
て
い
る
。

ま
た
、
貞
観
年
中
の
法
華
会
の
論
義
に
於
け
る
草
木
発
修
成
仏

説
を
と
り
あ
げ
、
仏
教
学
的
に
ま
た
天
台
教
学
の
立
場
か
ら
批
判

論
証
を
加
え
て
い
る
。
更
に
当
今
の
人
師
の
諸
説
に
も
及
ん
で
い

る
。
本
稿
に
於
て
は
そ
の
一
々
に
つ
い
て
委
細
な
考
察
に
及
ぶ
こ
と

は
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
後
日
の
課
題
と
し
た
い
。
た
だ
、
巻
末

の
叙
述
よ
り
す
る
な
ら
、
安
然
の
草
木
成
仏
説
の
帰
趨
は
、
道
達

よ
り
最
澄
に
継
承
さ
れ
た
「
一
切
唯
心
心
外
無
別
法
」
の
故
に

「
草
木
等
亦
可
有
心
」
と
い
う
こ
と
と
、
密
教
に
よ
る
密
厳
仏
土

の
寂
滅
相
の
草
木
発
修
成
仏
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
、
『
胎
蔵
金
剛
菩
提
心
義
略
問
答
抄
」
の
場
合
は
、
巻
二

に
草
木
成
仏
の
問
題
に
触
れ
て
、
「
中
陰
経
」
や
『
大
宝
積
経
」

の
経
文
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
経
典
に
つ
い
て
は
前
に
も
触

れ
た
が
、
安
然
以
前
に
こ
の
経
文
を
挙
げ
た
例
は
、
目
下
は
見
当

ら
な
い
。

重
複
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

中
陰
経
云
、
釈
迦
成
道
之
時
一
切
草
木
皆
成
仏
身
、
身
長
丈

六
悉
皆
説
法
、
大
宝
積
云
、
文
殊
変
身
子
成
仏
身
令
説
法
、

変
本
身
寛
云
、
一
切
無
心
草
木
樹
林
可
作
如
来
身
相
具
足
悉

oウ
ムノ



⑳

皆
説
法
、
是
他
依
心
故
亦
発
心
成
仏

『
大
宝
積
経
』
は
、
文
殊
師
利
の
加
持
力
に
よ
っ
て
、
魔
・
草

木
・
舍
利
弗
が
如
来
身
と
な
り
説
法
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、

安
然
は
こ
こ
で
は
、
草
木
が
発
心
成
仏
す
る
と
い
う
点
に
ま
で
論

旨
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
こ
の
書
で
は
、
草
木
発
心
成
仏
義
に
つ
い
て
、
法
相
・
三

論
・
天
台
等
諸
宗
の
説
を
あ
げ
、
ま
だ
草
木
発
修
成
仏
の
説
は
な

く
、
真
言
宗
（
台
密
）
に
至
っ
て
始
め
て
そ
れ
が
説
か
れ
る
と
い

う
。
こ
こ
に
い
う
天
台
は
中
国
天
台
を
指
す
。
真
言
宗
の
み
が
そ

れ
を
い
う
と
は
、
安
然
が
示
し
て
い
る
要
文
に

大
日
経
第
五
阿
闇
梨
真
実
智
品
云
、
我
即
同
心
位
、
一
切
処

自
在
普
遍
於
種
種
有
情
及
非
情
、
阿
字
第
一
命
（
中
略
）
義

⑪

釈
云
、
謂
即
以
阿
字
為
命
遍
於
一
切
自
在
成

と
あ
る
の
が
そ
の
論
拠
で
あ
る
。
即
ち
、
阿
字
菩
提
心
と
同
位
の

大
日
如
来
は
、
一
切
処
に
自
在
で
あ
り
、
遍
く
有
情
非
情
に
遍
在

す
る
。
阿
字
と
は
第
一
の
命
で
あ
る
。
『
義
釈
」
に
は
、
阿
字
は

命
で
あ
り
、
一
切
に
遍
く
し
て
一
切
は
自
在
に
成
ず
、
と
い
う
の

が
、
草
木
発
修
成
仏
の
根
拠
を
示
す
と
い
う
の
が
安
然
の
主
張
で

あ
る
。こ
の
書
は
『
真
言
宗
教
時
義
』
（
「
教
時
問
答
』
）
と
並
ん
で
、
安

然
の
教
相
判
釈
の
害
で
あ
っ
て
、
密
教
を
最
高
に
置
く
立
場
か
ら
、

草
木
発
心
修
行
成
仏
説
の
根
拠
を
、
密
教
に
置
い
た
も
の
で
あ
っ

た
。
日
本
天
台
の
草
木
成
仏
説
は
、
安
然
に
至
っ
て
そ
の
頃
点
に
達

し
た
が
、
ま
た
、
諸
宗
の
中
で
も
日
本
天
台
が
最
も
盛
ん
に
こ
れ

を
論
じ
て
き
た
。
そ
れ
は
古
く
湛
然
が
「
金
剛
鉾
論
」
に
よ
っ
て

力
説
し
た
伝
統
を
受
け
、
安
然
に
及
ん
で
発
修
成
仏
説
を
強
調
し

た
経
緯
に
よ
る
。

㈲
そ
の
後
の
草
木
成
仏
説

安
然
以
後
の
草
木
成
仏
説
に
つ
い
て
は
、
多
種
多
様
な
角
度
よ

り
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
す
で
に
紙
数
も
尽
き
た
の

で
、
そ
の
要
点
の
み
に
止
め
る
こ
と
と
し
た
い
。
天
台
で
は
源
信

、

（
九
四
二
Ｉ
一
○
一
七
）
の
『
三
身
義
私
記
」
や
「
六
即
詮
要

⑬

記
」
に
は
、
非
情
草
木
成
仏
説
に
つ
い
て
、
古
徳
以
来
相
伝
し
て

い
る
義
を
、
近
代
の
学
者
は
容
認
し
て
い
な
い
と
い
う
記
事
が
あ

る
。
そ
れ
は
草
木
成
仏
に
つ
い
て
は
許
し
て
も
、
発
修
成
仏
ま
で

は
認
め
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
同
時
代
の
学
僧
が
宋
の
知

②

礼
に
決
答
を
求
め
た
こ
と
が
、
「
四
明
尊
者
教
行
録
』
巻
四
に
見

え
る
が
、
こ
れ
も
質
問
決
答
と
も
に
発
修
成
仏
に
ま
で
問
題
は
及

ん
で
い
な
い
。
こ
れ
は
平
安
中
期
の
源
信
周
辺
の
草
木
成
仏
説
と

思
わ
れ
、
こ
の
傾
向
は
平
安
末
期
の
証
真
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
の

⑮

『
止
観
私
記
」
に
は
、
湛
然
の
『
補
行
十
義
」
を
継
承
す
る
解
釈
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十
の
ブ
（
匂
０

の
中
で
、
古
徳
の
い
う
草
木
発
修
成
仏
は
近
代
の
学
者
は
之
を
許

さ
ず
と
し
、
そ
の
論
拠
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
そ
の
頃
よ
り
顕
著
に
な
っ
て
き
た
本
覚
法
門
に
立
つ
口

伝
法
門
に
於
て
も
、
草
木
成
仏
説
は
取
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。
伝
忠

⑳

尋
の
『
漢
光
類
聚
』
巻
一
に
は
、
仔
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
し
、

⑰

伝
源
信
の
『
枕
隻
紙
」
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
本
覚
法
門
に

立
つ
解
釈
で
あ
る
が
、
何
れ
も
草
木
発
修
成
仏
に
つ
い
て
は
言
及

し
て
い
な
い
・

日
本
天
台
に
於
て
、
草
木
成
仏
説
の
展
開
の
跡
を
辿
る
の
に
は
、

論
義
の
面
に
於
け
る
問
題
の
踏
査
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
し
か
し
、

今
回
は
そ
こ
ま
で
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
文
献
は
数

多
い
が
、
こ
こ
に
は
そ
の
片
鱗
を
示
し
て
お
き
た
い
。
室
町
時
代

一
四
世
紀
成
立
の
「
腹
山
寺
古
論
草
』
の
算
題
「
草
木
成
仏
事
」

の
初
め
に
は
、

⑬

草
木
成
仏
ハ
一
家
終
窮
ノ
極
説
、
諸
宗
諄
論
ノ
法
門
也

と
あ
り
、
日
本
天
台
が
こ
の
論
題
を
大
事
と
し
て
守
ろ
う
と
し
た

姿
勢
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
諭
義
は
仏
教
学
学
習
の
重
要
な

手
段
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
伝
統
が
重
視
さ
れ
、
草
木
発
心
修
行

成
仏
説
が
、
古
来
よ
り
の
宗
旨
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で

唾

論
義
に
つ
い
て
は
、
真
言
宗
の
場
合
を
『
宗
義
決
択
集
」
に
見

て
み
よ
う
。
宥
快
（
一
三
四
五
Ｉ
一
四
一
六
）
編
の
こ
の
書
は
、

真
言
宗
の
宗
旨
に
つ
い
て
の
問
答
論
難
に
対
す
る
決
択
の
害
で
あ

る
が
、
そ
の
巻
七
に
「
草
木
成
仏
」
の
算
題
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

草
木
非
情
自
ら
発
心
修
行
し
て
成
仏
す
る
か
、
と
い
う
問
に
始
ま

り
、
然
る
く
し
、
と
い
う
答
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
い
て
仔

細
な
問
答
が
掲
げ
ら
れ
て
い
て
、
草
木
発
修
成
仏
が
真
言
宗
の
宗

旨
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
印
融
（
一
四
三
五
’
一
五
一
九
）

⑳

編
の
『
杣
保
隠
遁
紗
」
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

⑪

三
論
宗
の
場
合
は
、
『
中
道
宗
論
義
講
師
草
」
（
室
町
期
）
に
よ

る
と
、
「
草
木
成
仏
」
の
項
に
、
草
木
成
仏
は
平
等
一
味
の
玄
門

で
あ
り
、
高
祖
吉
城
以
来
、
三
諭
宗
の
相
承
す
る
所
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。
そ
の
成
仏
は
、
中
道
仏
性
の
理
体
は
一
如
で
あ
っ
て

情
非
情
に
遍
在
し
、
こ
れ
は
諸
仏
本
真
の
理
で
あ
り
、
自
爾
の
道

理
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
而
し
て
こ
こ
で
は
、
草
木
の
発
修
成
仏

は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
鎌
倉
末
期
よ
り
室
町
期
に
至
る
三

論
宗
諭
義
の
問
答
を
輯
録
し
た
、
『
八
幡
宮
勘
学
会
一
問
答
抄
」

⑫

中
の
、
「
草
木
成
仏
」
に
よ
れ
ば
、
『
大
乘
玄
論
」
「
仏
性
義
」
を
、

踏
襲
す
る
こ
と
は
、
玄
叡
以
来
と
同
様
で
あ
り
、
草
木
発
修
成
仏

は
認
め
て
い
な
い
。
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以
上
、
草
木
成
仏
説
の
形
成
と
展
開
の
跡
を
辿
っ
て
、
大
略
を

記
し
て
き
た
が
、
資
料
は
窓
意
的
に
と
り
上
げ
、
大
事
な
部
分
を

洩
ら
し
た
と
の
護
り
を
免
れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
と
く
に
日
本

仏
教
の
場
合
は
、
天
台
に
片
寄
っ
た
嫌
い
が
あ
る
。
そ
れ
は
唐
の

湛
然
以
来
の
系
譜
を
受
け
て
、
日
本
天
台
は
さ
か
ん
に
論
じ
来
つ

た
事
実
と
、
ま
た
資
料
が
入
手
し
易
か
っ
た
と
い
う
理
由
に
よ
る
㈹

し
か
し
、
他
宗
の
場
合
を
、
そ
の
資
料
に
よ
っ
て
考
察
す
る
こ
と

を
、
今
後
の
課
題
と
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

さ
て
草
木
成
仏
説
は
、
日
本
仏
教
内
の
議
論
に
の
み
止
ま
る
も

の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
比
叡
山
の

廻
峯
行
は
、
円
仁
の
弟
子
相
応
（
八
六
一
’
九
一
八
）
に
始
ま
る

と
い
う
が
、
円
仁
は
前
述
の
通
り
、
早
く
草
木
発
心
成
仏
を
宗
旨

と
し
た
座
主
で
あ
り
、
相
応
は
若
年
に
し
て
中
堂
に
供
花
を
續
け

て
、
円
仁
の
弟
子
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。
そ
し
て
廻
峯
行
は
一
木

一
草
を
も
拝
む
修
行
で
あ
る
。

廻
峯
行
と
な
ら
ぶ
修
験
道
に
於
て
も
、
そ
れ
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
修
験
道
に
関
わ
り
を
持
つ
円
珍
の
『
授
決
集
」
に

は
、
無
情
成
仏
に
対
す
る
良
謂
の
決
と
し
て
、
一
色
一
香
に
如
来

を
見
る
と
い
う
文
言
が
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

ま
た
、
文
学
の
面
に
於
て
も
、
西
行
の
如
き
、
そ
の
自
然
へ
の

傾
倒
の
姿
勢
を
見
る
と
き
、
仏
教
と
い
う
も
の
の
あ
り
よ
う
の
一

面
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
と
同
時
に
、
彼
が
親
近
し
た
草
木
に
仏
を

見
る
と
い
う
想
念
が
、
彼
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

あ
る
。
西
行
は
真
言
宗
の
観
行
を
修
し
た
僧
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
は
ま
た
、
西
行
に
の
み
止
ま
る
こ
と
な
く
、
日
本

人
の
中
に
浸
透
し
て
い
た
想
念
の
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
室
町

期
の
能
楽
の
中
に
は
、
し
ば
し
ば
草
木
成
仏
、
草
木
国
土
悉
皆
成

仏
の
文
言
が
現
れ
ま
た
、
草
木
成
仏
を
題
材
に
し
た
Ｉ
が
あ
る
こ

と
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
現
在
で
も
、
山
形
県
米
沢
地
方
に
は
、
草
木
供
養
塔
が
数

多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
嶌
真
に
よ
る
と
、
そ
の
塔
に

は
『
中
陰
経
」
の
経
文
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
仏
教
に
受
容
さ
れ
て
、
中
国
仏
教
の
場
合
よ
り
も
、
熱
心

に
具
体
的
に
論
ぜ
ら
れ
、
一
般
人
の
も
の
と
も
な
っ
た
草
木
成
仏

説
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
意
味
を
考
え
直
し
て
み
る
要
が
あ
る
よ
う

で
あ
る
。
そ
し
て
、
何
故
、
日
本
人
は
草
木
成
仏
説
を
具
体
性
を

も
っ
て
論
じ
考
え
、
か
つ
親
近
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

②①註

雲
井
昭
善
『
パ
ー
リ
語
仏
教
辞
典
」
三
六
二
頁
参
照

『
大
正
蔵
経
』
二
二
巻
一
○
二
六
頁
ｂ
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③
同
同
六
四
一
頁
Ｃ
ｌ

④
同
同
二
○
三
頁
ａ

⑤
同
二
三
巻
四
七
四
頁
ｂ

⑥
同
二
二
巻
三
三
九
頁
ａ

⑦
『
南
伝
大
蔵
経
」
二
、
五
四
頁
・
晋
§
く
ぎ
冨
品
四
両
目
切
三

亭
⑭
吟

⑧
ラ
ン
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
教
授
は
、
「
最
初
期
の
仏

教
に
お
い
て
は
、
植
物
が
生
命
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
ボ
ー
ダ
ー
ラ

イ
ン
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
ら
れ
る
。
（
一
九
九
一
年
、

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
仏
教
と
自
然
」
紀
要
八
二
頁
参
照

⑨
『
大
正
蔵
経
」
四
巻
五
九
一
頁
Ｃ
ｌ
二
ａ

⑩
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
「
今
昔
物
語
集
」
一
、
一
六
八
’
九
頁

⑪
新
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
『
注
好
選
』
四
二
八
頁

⑫
中
村
元
監
修
『
ジ
ャ
ー
タ
ヵ
全
集
』
に
よ
る
。

⑬
『
大
正
蔵
経
」
二
巻
一
五
○
頁
ａ

⑭
刑
詩
ｚ
ｐ
艮
瞬
胃
］
臼
＆
当

チ
ベ
ッ
ト
訳
読
解
に
は
、
大
谷
大
学
教
授
白
館
戒
雲
（
ツ
ル
テ
ィ

ム
・
ケ
サ
ン
）
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
な
お
白
館
氏
に
よ
れ
ば
、
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
で
は
草
木
成
仏
と
い
う
こ
と
は
云
わ
な
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。

⑮
『
大
正
蔵
絲
』
七
五
巻
四
八
四
頁
Ｃ

⑯
同
同
四
三
六
頁
ａ

⑰
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
二
二
巻
七
九
九
頁

『
天
台
大
師
全
集
・
摩
訶
止
観
」
一
、
九
八
頁

⑱
「
大
正
蔵
経
』
一
二
巻
一
○
六
四
頁
ａ

⑲
同
五
五
巻
六
三
四
頁
ｂ

⑳
同
同
九
六
八
頁
Ｃ

⑳
曇
醗
融
り
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
附
録
三
○
震
○

⑳
『
大
正
蔵
経
』
一
七
巻
九
一
三
頁
ｌ

⑳
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
『
太
平
記
』
二
、
四
二
五
頁
ｌ

⑳
「
応
和
の
宗
論
」
に
つ
い
て
は
、
「
応
和
宗
論
日
記
」
（
興
福
寺
叢

書
二
）
。
『
塵
添
壗
嚢
紗
」
（
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
一
五
○
）
等
参
照
㈲

⑳
『
大
正
蔵
経
』
四
四
巻
四
七
二
頁
ａ

⑳
同
四
五
巻
四
○
頁
ｂ

⑰
同
同
同

⑳
同
四
六
巻
一
頁
Ｃ
、
『
天
台
大
師
全
集
・
摩
訶
止
観
』

一
、
九
六
頁

⑳
『
摩
訶
止
観
』
一
「
亦
名
中
道
義
者
、
離
断
常
名
中
道
、
非
仏
性

中
道
」
（
『
大
正
蔵
経
』
四
六
巻
七
頁
ａ
・
『
天
台
大
師
全
集
・
摩
訶

止
観
』
一
、
二
八
○
頁
）

⑳
『
浬
梁
雑
』
二
五
、
「
師
子
乢
菩
薩
品
」
二
三
’
一
「
仏
性
者
名

第
一
義
空
、
中
道
名
為
仏
性
」
（
「
大
正
蔵
経
』
一
二
巻
七
六
七
頁

Ｃ
）

⑪
柳
田
聖
山
「
絶
観
論
の
本
文
研
究
」
（
『
神
学
研
究
』
五
八
所
収
）

⑫
「
大
正
蔵
経
』
九
巻
六
七
九
頁
ｂ

⑬
前
掲
、
柳
田
論
文
参
照

⑭
赤
尾
栄
慶
「
法
蔵
に
見
え
る
草
木
成
仏
に
つ
い
て
」
参
照
（
「
印

度
学
仏
教
学
研
究
』
三
二
’
三
、
九
六
二
’
五
頁
）

⑮
「
大
正
蔵
経
」
九
巻
六
二
七
頁
ａ

⑯
同
三
五
巻
四
一
四
頁
ｂ

⑰
同
四
六
巻
一
五
一
頁
Ｃ
ｌ
二
頁
ａ
・
「
天
台
大
師
全

集
・
摩
訶
止
観
」
一
、
九
六
’
七
頁

句1
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⑬
同
一
二
巻
八
二
八
頁
ｂ

⑲
『
伝
教
大
師
全
集
』
五
、
四
四
頁

⑳
同
二
、
五
二
四
’
五
頁

⑪
『
法
華
秀
句
』
に
最
澄
は
、
霊
潤
の
「
一
巻
章
」
を
引
用
し
て
い

る
。
（
「
伝
教
大
師
全
集
』
三
、
一
六
七
頁
）

⑫
『
畔
字
義
』
「
三
種
世
間
皆
是
仏
体
」
（
「
大
正
蔵
経
』
七
七
巻
四

○
六
頁
Ｃ
）

⑬
「
大
正
蔵
経
」
七
七
巻
四
○
六
頁
ａ
ｌ
ｂ

⑭
同
同
四
○
六
頁
ａ

⑮
同
七
○
巻
一
三
六
頁
ａ

⑯
卍
續
蔵
二
、
五
所
収
「
唐
決
」
参
照
。
正
保
三
年
刊
「
唐
決
集
』

⑰
『
授
決
集
』
参
照
。
（
「
智
証
大
仁

『
大
正
蔵
経
』
七
四
巻
三
○
八
頁
Ｌ

⑬
応
永
二
三
年
写
本
に
よ
る
版
本

⑲
「
大
日
本
仏
教
全
書
」
二
四
巻

⑳
『
大
正
蔵
経
』
七
五
巻
四
八
四
言

③
同
同
四
八
五
舌

⑫
「
恵
心
僧
都
全
集
』
三
、
二
一

⑬
同
同
九
七
頁

⑭
『
大
正
蔵
経
』
四
六
巻
八
九
○
言

⑮
「
天
台
大
師
全
集
・
摩
訶
止
観
』

⑳
『
大
正
蔵
経
』
七
四
巻
三
八
○
言

⑰
『
恵
心
僧
都
全
集
」
三
、
四
八

⑬
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本

-今玲．

琴

'1召
',6

詣
尹
聿
自
』 『

授
決
集
』
参
照
。
（
「
智
証
大
師
全
集
』

ハ
正
蔵
経
』
七
四
巻
三
○
八
頁
ｂ
ｌ
Ｃ
）

集
・
摩
訶
止
観
』
一
、
九
七
頁

七
四
巻
三
八
○
頁
ａ
ｌ
ｂ

集
』
三
、
四
八
一
頁
・
金
沢
文
庫
本
『
三
十
四
箇

全
書
」
二
四
巻
一
八
○
頁

七
五
巻
四
八
四
頁
Ｃ

同
四
八
五
頁
Ｃ

集
一
三
、
一
三
一
’
二
頁

胴
九
七
房

四
六
巻
八
九
○
頁
ｂ

上
巻
三
八
七
’
八
頁
。

、③⑳⑲（
補
注
）
註
⑳
の
補
。
『
大
日
本
古
文
書
』
七
、
二
一
八
頁
に
、
天
平

十
年
の
写
経
に
関
し
て
「
『
中
陰
経
』
一
巻
天
平
十
三
年
三
月
六
日
借

請
大
蔵
家
主
」
と
あ
り
。
以
下
、
『
大
日
本
古
文
書
』
に
は
『
中
陰
経
』

写
経
に
関
す
る
件
は
十
二
例
ほ
ど
あ
る
が
、
何
れ
も
「
二
巻
」
と
な
っ

て
い
る
。 『

真
言
宗
全
書
』
一
九
、
一
六
三
’
七
頁
参
昭

同
二
○
、
一
四
’
一
七
頁
参
照
。

東
大
寺
図
書
館
所
蔵
本

『
日
本
大
蔵
経
』
三
二
、
六
二
’
三
頁

句の
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